
地を比べてみることも一つの目的であったのであるカ与 .その途中の小諸懐古園内の旅荘で一泊する

ことにLk. しか し宿に潜くや,松代地震K･よ鳥震度 5なる地震に遭遇 した｡夜遅･(まゼ盲ジオや :,'̀コr･

テレビにか じbついて 巡検を続けるかどうか相談 したが,向かう方向が, 長野 松代 鬼無里 と

地震の多い地域に近づ くのT,危険性など考えて.結局巡検は取 9止めに怒った｡

正味半 日の巡検だったが有益であったの雪 又いつか是非この続きをやっていただきたいと思い

ます｡､･ (5学年 犬 飼 )

那 須 巡 検 (松 井 教 官 )

昭和 41年4月 5日～8日

松井先生の那須巡検は,例年と異な9, 5, 4年の間の春休み, 4月 5日～8日に行なわれた｡

5日朝上野に集合し 列車の発車と同時に巡検が始まっ亀 先生か ら配 られた 1枚のブI)ントーそ

れには上野か ら大田原までの車中硫寮の梁点が書かれているが一一を頼Dに, 武蔵野 大電 宇都

宮の各台鴫 荒川,利根川その他の河川の氾濫原や後背湿地等の地惨や土地利用を観察 L, 11時

過ぎには大田原に到着した,,

午後は大田原附近の地形面の追跡を行なった｡ 〝この面は那須野面か 7 それともその下の親閲

面か?〟今回が始めての徴地形調査だった｡

8日はバスで,扇央の大田原か ら 東那須野を通 D, 扇頂の湯宮迄行った｡その間, 一毛作田が

広く分布 L, 又表層地質が扇状地線層で水持ちが慈(, 客土をしている水田を見る番 も出来たo集

落の周牌には冬の季節風を遮る為 防風林がある｡扇央部等の地表水の得難い地域の水流で鴫 小

首な電気揚水ポンプの小屋が点在する｡これらの地域は,戦後の揚水ポンプの普及によb開田され

たと考え られる｡ これに対 して層項部ではポンプ小屋は見 られなレも
港官でバスをT D,-農家を訪問 L, 廃業経営その他に関する開 き込み調査を行覆った｡この鹿

家で喧 健草 ･麦類 ･梨等を栽培するが,それらは大豆 一 億草IT ビール蒙 一 陸稲とい う輪作

方式をとる｡他に乳牛を2頭飼育する｡焼串と乳牛とは王に労働に於て競合開拓にあるカ与 こ こで

は煙草が優位にあD,主賓夜換金作物と怒っているoこれは虜項部の古い兵家に共通夜性質らしく

戦後の開拓農家の如 く前島べの十本化には開港があ少そ うだ｡叉扇頂部紘標高約 550mあ り;

秋が早 く早稲の陸稲が入る迄は補助作物 と･して稗を栽培 していたと貰われる｡ この農家の嘩屋の一

角には,家畜小屋が あれ 又居間の商い天井を痩草の乾鰻に利用していたと嘗わTL,農家に於ける

生産と生活の場が不可分であることを痛感 した｡ (P39にウづく)
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首工が建設盲れて一部の開田 も行われたカも まだ大部分は畑地のままT,今後魚野川の水を揚水し

て開田亨れる予定である｡正之又)Ilf&n紘魚野川の水を.上流で揚水する国営幹療水路が造 られて

初めて全面が開田された｡

このように土地利用の変適は各扇状地番に異やているのである恥 その原因を開発の歴史と自然

条件から考察した.その鮮果早 くから開田苔れたと.ころ妊近世の新田開発によるものであ9,その

第 1の条件としてQi,傾斜よPもむしろ水量が鼻音であることが必賓であゥ牢と思われる｡扇面に

対して水量の少患い庄之又川や水無)日fan では,戦後国軍とV}う大規模な凝着と技術によって初

めて水田としての開発が行われ得たのである｡

しかし,各扇状地とも水田へと指向 している点で妊共通している｡それ鴨 ここが日本 でも有数

の豪雪地帯であって冬期の土地利用が不可能夜*,地形的には扇状地とりゥても,扇状地特有の農

業上の不利な条件が少ない亀 水量は各扇状地で差はあるものの,豪雪地帯である為絶対水量は多

い卑 市癌 ･L労働か 収入の点などで水稲よD有利を作物は考えられ夜い草をどによ-る.結局 様

々表地奴的条件から,･日本兵菓全体から見るとむしろ逆行しているとも嘗える永田単作に依存し,

今後 もこの傾向か続いていくと思われる｡

(P88よIJやづく)

牛後は附近の地形牢を追跡L, 又家の背後に防風林の並ぶ塵然とした計画的新田集落を見 高林I

と言 う集落の機能を調査した｡

7日は雨の中を扇端部の地形面の対比を行なった｡扇端部鳴 音からの水田地帯であるカi 泉が

ぁb水が豊富でポンプ小屋 もない｡又乳牛の飼育 も行なもれている｡ ここでは永田酪鹿として田植

も 収種期に於ける労働の牧舎や飼料の問題があると思われる0

8日は再び大田原附近の地形面の追跡を行なへ 午前に解散 した｡

今回の巡検では,地形面の追跡と農家の聞き込み調査の練習を行なゥたが,短い期間であ･ふたが

土坊と水との閑取 水取得の難易 水田作及び畑作と前島との関係その他によって那須盆地はかな

b明瞭に鼻艶地域区分がで奉るのではないかと推測盲れた｡ (4単年 橋 本)
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